
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、

令
和
八
年
の
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ

り
、
御
所
野
連
合
町
内
会

の
活

動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
干
支
で
申
し
ま
す
と

「丙
午

（ひ
の
え
う
ま
と

の
年

に
あ
た
り
ま
す
。
丙
午
は
、
強

い
生
命
力
と
情
熱
、
そ
し
て
変

化
に
立
ち
向
か
う
力
を
象
徴
す

る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
一
方

で
、
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
言

い
伝
え
も
ご
ざ

い
ま
す
が
、
現

代
に
お
い
て
は
前
向
き
に
物
事

を
捉
え
、
地
域

の
絆
を
よ
り

一

層
深
め
る
年
と
し
て
い
き
た
い

も

の
で
す
。
御
所
野

の
街
が
、

活
気
と
笑
顔
に
満
ち
た

一
年
と

な
る
こ
と
を
願

つ
て
お
り
ま
す
。

二
月
は

一
年
の
中
で
も
寒
さ

が
最
も
厳
し
い
時
期
で
す
。
積

雪
や
路
面
凍
結
に
よ
る
事
故
防

止
、
高
齢

の
方
や
お
子
さ
ま

ヘ

の
見
守
り
な
ど
、
町
内

の
皆
さ

ま
同
士
が
声
を
掛
け
合

い
、
支

え
合
う
こ
と
が
大
切
で
ご
ざ

い

ま
す
。
県
内
各
地
か
ら
は
除
雪

作
業
時

の
事
故
報
道
が
相
次
い

で
お
り
ま
す
。
除
雪
機
を
使
用

す
る
際
も
、
ど
う
か
安
全
に
は

十
分
ご
留
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

御
所
野
連
合
町
内
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
本
年
も
各
町
内

会
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

環
境
整
備
、
各
種
行
事
を
通
し

て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
や
ご

要
望
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
健
康
で
実
り
多

い

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
な

ら
び
に
二
月
号
の
ご
あ
い
さ

つ

と
い
た
し
ま
す
。会
長
　
杉
山
徳
美

御
所
野
の
歴
史
文
化
を
語
る
会

谷
地
　
薫

御
所
野
の
シ
ン
ボ

ル
、
ア
ク

ア
タ

ワ
ー

（御
所
野
配
水
場
）

の
前
を
通
る
旧
道
は
、
江
戸
時

代

の
幹
線
道
路

「羽
州
街
道
」

で
す
。
横
山
か
ら
御
所
野
を
通

っ

て
豊
成
に
至
る
約
四
キ

ロ
メ
ー

ト
ル
は
、
道

の
両
側
に
松
の
大

木
が
立
ち
並
ぶ
松
並
木
で
し
た
。

昭
和
初
期
ご
ろ
の
写
真
を
見
る

と
、
古
色
ゆ
か
し
い
松

の
大
木

が
連
な
り
、
見
事
な
景
観
だ

っ

た
よ
う
で
す
。

現
在
、
当
時

の
街
道

の
松
は

一
本
も
残

っ
て
い
ま
せ
ん
。
戦

争
末
期

の
昭
和
二
十
年
、
す
べ

て
伐
採
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

国
策

の

「松
根
油
採
取
」
の
た

め
で
す
。
松
の
根
を
蒸
し
て
採

取
し
た
油
分
を
ガ
ソ
リ
ン
に
混

ぜ
て
戦
闘
機
の
燃
料
に
す
る
計

画
で
し
た
。
し
か
し
、
飛
行
実

験
は
失
敗
に
終
わ
り
、
全
国
の

多
く
の
松
並
木
、
松
林
が
消
滅

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

「御
所
野
の
歴
史
文
化
を
語
る

会
」
で
は
、
こ
こ
が
見
事
な
松

並
木
の
羽
州
街
道
で
あ

っ
た
こ

と
を
永
く
伝
え
た

い
と
考
え
、

市
当
局
の
ご
理
解
を
得
て
、
ア

ク
ア
タ
ワ
ー
横

の
公
園
に

「羽

州
街
道

・
松
並
木
跡
」
の
石
碑

を
設
置
し
ま
し
た
。
散
歩

の
折

り
な
ど
、
往
時

の
松
並
木
や
旅

人
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

昭和の初め頃

碑 文石碑の場所
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令
和

８
年

１
月

１０
日

（土
）

秋
田
テ
ル
サ

。
ホ
ー

ル
に
お

い
て
御
所
野
連
合
町
内
会
新
年

交
流
会
を
開
催

い
た

し
ま

し

た
。総
勢

９０
余
名

の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

沼
谷
　
純

秋
田
市
長

冨
樫
　
博
之

衆
議
院
議
員

松
田
　
由豆
臣

県
議
会
議
員

地
域
要
望
事
項
に
対

す
る
、
秋
田
市
か
ら

の
回
答

（抜
粋
）

１‐
月
２６
日

（水
）

御
所
野

児
童

セ

ン
タ
ー

に
お

い
て
、

秋
田
市
と

の
対
話
集
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
各
町
内
会

長
を
通
じ
て
出
さ
れ
た
要
望

を
集
約
し
て
秋
田
市

に
提
出

し
、
そ
れ
に
対
す

る
秋
田
市

か
ら
の
回
答

（抜
粋
）
で
す
。

一
市
道
の
管
理
に
つ
い
て

１
融
雪
歩
道
の
早
期
復
旧

御
所
野
学
院
裏
遊
歩
道
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
に
よ
り
停
止

し
て
い
る
た
め
、
計
画
的
に
改

良
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

新
都
市
大
通
線
歩
道
に
つ
い

て
は
、
改
良
工
事
の
時
期
な
ど

を
地
元
と
調
整
し
な
が
ら
年
次

計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

２

イ
オ
ン
と
フ
レ
ス
ポ
間
の

中
央
分
離
帯
を
越
え
た
横

断
に
よ
る
危
険
防
止

死
角
に
な
ら
な
い
様
に
年
２

回
の
除
草
を
適
切
な
時
期
に
実

施
す
る
。
フ
ェ
ン
ス
等
の
構
造

物
の
設
置
は
困
難
。
連
合
町
内

会
と
し
て
植
え
込
み
の
植
栽
は

可
と
の
こ
と
で
、
検
討
を
行
う
。

２

第

５
街

区
公
園
前
交
差

点
、
学
院
中
高
グ

ラ
ウ

ン
ド
前
交
差
点

の
道
路

陥
没
に
よ
る
騒
音
対
策

第
五
街
区
公
園
前
交
差
点
は

段
差
を
解
消
す
る
部
分
的
な
補

修
を
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
実
施
、
学
院
中
高
グ
ラ

ウ
ン
ド
前
交
差
点
に

つ
い
て

も
、
同
様
の
補
修
を
実
施
す
る
。

３

第

５
街
区
公
園
か
ら
御

所
野
学
院
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
至
る
遊
歩
道
の
太
陽

光
発
電
式
街
灯
の
改
良

部
品
入
手
不
可
の
た
め
、
ソ
ー

ラ
ー
式
で
は
な
く
、
通
常
の
照

明
灯
で
復
旧
す
る
。

一
一
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

１
御
所
野
第
二
街
区
公
園

東
屋
の
補
修
に
つ
い
て

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
必
要
な
予
算
を
確
保
の
上
、

更
新
を
検
討
し
て
い
く
。

２

御
所
野
総
合
公
園
内
の
自

転
車
事
故
対
策
に
つ
い
て

公
園
利
用
の
注
意
喚
起
と
し

て
公
園
利
用
に
関
す
る
注
意
事

項
を
公
園
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
自
転
車

利
用
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
秋
田

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
公
開
。　
一

部
公
園
で
は
注
意
看
板
を
設

置
。
今
後
も
状
況
に
応
じ
て
対

策
を
行
っ
て
い
く
。

一二
市
民
生
活
部
関
係
の

要
望
に
つ
い
て

１
体
育
施
設
を
併
設
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
つ
い
て

現
時
点
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
の
新
規
建
設
は
予
定

し
て
い
な
い
。

地
域
住
民
が
秋
田
テ
ル
サ
や

シ
ル
バ
ー

エ
リ
ア
等
の
地
域
施

設
を
利
用
す
る
際
の
、
利
用
料

金
の
無
償
化
や
優
先
予
約
を
認

め
る
こ
と
は
、
利
用
者
間
の
公

平
性
な
ど
の
観
点
か
ら
困
難
。

２
御
所
野
児
童
セ
ン
タ
ー

に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環

境
の
整
備

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で

は
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

は
困
難
。

３

所
有
者

不
明

の
荒
廃
地

に

つ
い
て

所
有
者
の
連
絡
先
特
定
に
向

け
た
調
査
を
進
め
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
特
定
で
き
て
い
な

い
。
引
き
続
き
調
査
を
進
め
る
。

４

ゴ

ミ
集
積
所
設
置

の
補

助
額

の
増
額

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
増
額

は
困
難
。

秋
田
市

へ
の
要
望
事
項
及
び

回
答
書
原
文
は
左
記

「御
所

野
連
合
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

御所野連合町内会

https://www.goshono.net/rengo/


